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・ リスクをゼロにはできなくても、減らすことはできる
・ リスクに関する知識をつけて、リスクを寄せ付けない
・ 自分で予測や予防をできることが安全への近道
・ 「自分の身は自分で守る」という認識を

海外危機管理の対応

１ リスクを減らす

・ すぐに第一報の連絡を大学や家族、危機管理サービス等へ
・ 自分で連絡できない場合を想定して緊急連絡先を持ち歩く
・ 情報を共有し、協力して対応する

２ トラブルに遭ったら



戦乱 戦争、クーデター、テロ、暴動、デモなど

天災 地震、火災、洪水、竜巻、ハリケーン、サイクロンなど

犯罪 誘拐、強盗、スリ、置き引き、ひったくり、空き巣、詐欺、レイプ、

クレジットカードのスキミング（個人情報読み取り）など

交通事故
交通事情や法規、習慣の違い（右側通行、左側通行、車優先など）

病気 マラリア、ＨＩＶ、デング熱、エボラ熱、鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ、新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞなど

薬物 自ら所有や使用する意思がなくても巻き込まれる場合がある

ネットトラブル
SNSのなりすまし被害、現地での言動でスパイ容疑をかけられるなど
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海外のリスク

被害者になるだけでなく、加害者になる可能性があります



1. 自身の健康管理

2. 渡航国情報の収集

3. 海外リスクの事前学習（「海外安全虎の巻」 （外務省） ）

4. 万一に備えて緊急連絡先を持ち歩く
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留学が決まったら

準備段階から、帰国して自宅へ帰るまで、

「自分の身は自分で守る」ために
早め早めの対策を！

可能な限り、リスクを避ける（減らす）



健康診断
半年以上の長期留学へ参加する場合、健康診断を受けましょう。
既往症がある人は、事前にかかりつけ医の判断を仰ぎ、
対応可能な病院に依頼して英文診断書を準備するなどしましょう。

常備薬等の備え
国によって、持ち込み不可や、可能でもルールがあるなどの
違いがあります。
事前によく確認しておきましょう。

歯科治療は渡航前に
海外での歯科治療は高額となる場合が多く、
保険が適用されないため、
渡航前に歯科検診を受け、治療を済ませましょう。
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自身の健康管理
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国際教育交流センターHP 「派遣プログラム」にリンクを掲載しています

渡航国情報の収集



国際教育交流センターHP 「派遣プログラム」にリンクを掲載しています
（以下抜粋）

海外リスクの事前学習

「海外安全虎の巻」（外務省）
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北九州市立大学 The University of Kitakyushu

phone：国際教育交流センター ＋８１－９３－９６４－４２０２
E-Mail：kkouryu1@kitakyu-u.ac.jp

（日本の）家族の連絡先 Emergency contact information for family members

phone：
E-Mail：

現地の日本大使館・領事館 Local Japanese Embassy

phone：
E-Mail：

留学先での住所と連絡先 Local Address and contact information

Address：
phone：
E-Mail：

JCSOS（海外危機管理サポートデスク）
留学前に渡したカードに、渡航先での相談窓口が掲載されています
小さなことでも相談できます 8

万一に備えて
緊急連絡先を確認して携帯しましょう

mailto:kkouryu1@kitakyu-u.ac.jp


JCSOS
（海外危機管理サポートデスク）

小さなことでも相談できます

留学前に渡したカードに、渡航先での相談窓口
が掲載されています
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連絡

報告（連絡・相談）

報告
（連絡・相談）

連絡・相談

日本大使館
領事館

（在外公館）

留学先大学

本人
海外留学時に事故事
件に遭いケガ・入院等

した場合

本人の家族
状況により、北九州市立大
学と相談の上、現地へ渡航

文部科学省・
外務省等の
関係省庁

北九州
市立大学

海外

報告（連絡・相談）

第一報
連絡・相談

留学先で事件・事故等が発生した場合の連絡網
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トラブルに遭ったら

国内

連絡・相談

対応サポート
・学生からの連絡受付
・現地医療機関の紹介
など

対応サポート
・学生からの連絡内容の共有
・渡航費用を保険金で一部カバー
・家族対応やマスコミ対応のサポート
など

JCSOS
（海外危機管理サポートデスク）

第一報
連絡・相談

第一報
連絡・相談 第一報

連絡・相談



みなさんが実り多い留学を終えて、

無事に日本へ帰国するのを

教職員一同 待っています

北九州市立大学

国際教育交流センター
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